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トヨタ自動車東日本(株)　総合センター 鈴木 美和 

　長年同じやり方・専属で
　　行ってきた業務について、
　“そもそもの部分”から
　　関係他社を巻き込み改善し、
　　効果を上げた事例です。
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トヨタジドウシャヒガシニホン カブシキカイシャ ソウゴウセンター スズキ ミ ワ

会社概要です

弊社はトヨタグループの一翼を担う企業として

本社を宮城県大衡村に置き、東北を拠点とする各工場ではトヨタの

コンパクトカーをはじめエンジン等の精密部品を生産しています。

東富士地区では、

昨年１２月に閉鎖された東富士工場跡地が、今話題の

ウーヴンシティーに生まれ変わります。

そして、私達のサークルが所属する、

東富士総合センターと須山工場があります。

御殿場アパート入退居に伴う修繕処理業務のノンプロ化について、

トヨタ自動車東日本株式会社 SKÝチームより発表させて頂きます。

発表は鈴木、パソコン操作は繁田です。



職場紹介です

総務部は、地域連携推進領域に属しており

宮城県の本社と 静岡県の総合センターを

拠点としており、今回は 本社と 総合センターで

横連携強化と人材育成を目的に合同サークルを結成しました。
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総務部は、社内業務はもとより

各地域との窓口を含む 多岐に渡る業務を担当しています

テーマ選定です

上位方針と室長の想いをもとに

メンバーでマトリックス評価した結果、

御殿場AP入退居に伴う修繕処理業務の改善 を選定しました。

まず、今回のメンバー構成をご説明致します、

宮城の本社から2名、静岡の総合センターから5名

職場的には、4職場からの構成に成ります

更に、アパートの修繕管理を行って頂いている 株式会社EJサービスさんと

ハウスクリーニングをお願いしている業者さんにも関わって頂きました。

現状把握です 見積精査業務の工数をパレート図で分析しました。

その結果、EJSさんへの問合せ・回答待ちで６０分と、１番工数が掛かっていました。

ずっと同じやり方で、EJSさんとTMEJ共に時間を損している

⇒ 問合せをしなくて済めば お互いに60分という貴重な時間を節約できる！！

と考えました。

業務の内容は、御殿場アパートという2棟のアパートをＡ社さんに棟貸し、

管理をEJSさんに委託しています。年に7～15件程度の入退居があり、退居から

入居までの1週間程度でハウスクリーニングをクリーニング業者さんに発注しています。

私達の想いとしては、常に新築の様に綺麗な 状態でお貸ししたい という事です。
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選んだ重要要因3つが本当に重要要因か検証を行いました

検証1つ目は、EJSさんの報告書から情報を掴めない 履歴として情報が不足 では

報告書の施工前と施工後の写真を見比べて、

破損部品の交換を除いた8割は、変化が分からない

という事で 重要要因と確定しました。

検証2つめは、「修繕内容が具体的にわからない」です。

過去の見積書の項目を調べたところ 55 項目もありました

似たような項目名もあり、作業としてどう違うのか分からないため

問合せが発生していました。

続いて、TQM推進部に教育を受けて

皆で特性要因図で要因を洗い出してみました

多くの要因の中から この３つを重要要因と仮定しました。

活動計画を目標の3要素で決め

御殿場AP修繕処理業務における見積精査時間 を

6月末までに 問合せの60分を削減して 20分にする と決めました。

また、スローガンとして、 引継ぎ時から同じ進め方で実施してきたやり方を

否定するのではなく、みんなの力を借りて状況に合わせた改善！ としました。

自社側がメインとなる③ステップでの 私の困り事は、すぐに発注しないと 最低限の

クリーニング期間を確保出来ない為、見積受領日の半日で発注 その為には

10時までにEJＳさんに仮回答 その為には時短勤務ですが60分早出が必須

となります。 また、現状は 代理が居ないので心配です。

隣の席の繁田さん的にも内容が分からないので不安を感じている事が

この活動でわかりました。

次に、物と情報の流れ図を活用し、

業務のステップ分けを行い、

自業務内の問題を明確にしました。
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そこで、EJSさんに項目名の決め方について聞いてみました

EJSさんは、クリーニング業者さんからの見積書を元にTMEJ用の見積書を

作成しているとの事で、確かに3者間で、項目について決まりが無い為、

クリーニング業者さんの見積書次第で項目名が変わり、受け側としては、

作業の違いを確認するための問合せが発生します。 重要要因として確定です。

検証3つめは、「簡単に検索できない」です。

自分だけが簡単に出来ないのか？

メンバーも含めてあらためて検索に要する時間を計ってみたところ

担当でも15分弱、未経験者だと倍の時間が

掛かり、重要要因と確定しました

対策を始める前に

効率的に分担して行える様に対策実施順を整理して計画を立てました。

次に対策の立案です。

検証により確定した重要要因に対して

皆でＴＰＳ改善視点の 容易化・標準化・計画化で

改善を考え 系統マトリックス図で、実施する対策を選定しました。

EJサービスさんの了承を得られたので 御殿場アパートに集合し、

クリーニング業者さん・EJサービスさんと私達 3者で 3現主義で現認しながら

打合せをし、クリーニング業者さん的にも問題は無く、

標準と特別作業の区分けを明確に出来れば調整も楽になるとの事で、

作業名と実作業を確認し、55項目を23項目に統合・修正して共有しました

対策１、 見積フォーマットの見直し TPS改善視点は容易化です。

問合せをしなくて済む様にEJサービスさんに

・作業名と項目名を定義して整理・標準作業のセットと特別作業の内容を

3者で取り決め、・特別作業については、特記事項に詳細を記載すると提案

したところ 3者で項目名を統一出来れば、見積作成が楽になると

了承を得ることができました。
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対策2、 データベース化 TPS改善視点は容易化です。

更新した項目を元に過去3年分の紙データをメンバー全員で

データベースに入力しました。

また、見積書を日付順にファイルしていましたが、検索し易い様に

部屋別の日付け順に管理方法を変更しました。

対策3-1 見積書保管方法の変更 TPS改善視点は容易化です

対策2で作成した見積書DBと同じ様に ・ 部屋毎の日付順にファイルを並び変え

・ タグの色をDBと統一を行う事で検索に感コツが要らなくなり、誰でも出来る様にしました

次は 最新データベースの共有です

問合せ等での会話を同じ土俵でスムーズに行う為に

更新の都度、EJサービスさんにもデータを送り、共有する様にしました。

対策5、作業完了時に頂く報告書の位置付けを皆で検討です。TPS改善視点は計画化です

今までは、不明点を確認する為に見積書とセットで報告書を使っていましたが、今回、見積書の

改善で不明点自体がほぼ無くなる事から、単純に作業完了のエビデンスの位置付けで

良い事になり、EJSさんの仕事を増やさずにエビデンスとしての精度を上げる事を検討。

報告書の日付はありますが、工事前後の写真に日付が無いので写真に日付を入れて写真を

撮って頂く事にしました。EJSさんもカメラの設定だけなので了承して頂けて、ルール化しました。

対策4 処理マニュアル作成とOJTです TPS改善視点は標準化です

今までは、OJTのみで業務を引き継いできましたが、ノンプロ化を目的に誰でも出来る様に

マニュアルを作成しました。

未経験者がマニュアルを見て対応出来る事が目的なので、未経験者の4名にマニュアルを

見るだけで対応が出来るかトライを行った結果、5分から7分と時間の差は多少あるものの

全員が対応することが出来ました。

その他、5つの改善効果として ・次期修繕予測の精度向上 ・同じ土俵での会話

・ノンプロ化による安心感UP ・エビデンス精度向上 ・保管スペース削減

に繋がりました

何よりもメンバー全員が分担して過去3年分を入力してくれたデータベースは、

今回の活動の財産となり、仲間のありがたさを再認識しました。

効果の確認です。対策1 見積フォーマットの見直し 効果として３者・３現で

55項目を23項目に改定し、定型化出来た事で6月のEJサービスさんへの問い合わせが

0件となり私達だけでなく、EJサービスさん側も60分の対応時間削減となりました。

更に、問合せ自体が無くなった事で、付随業務の過去の見積書確認とキャビネへの

移動が無くなり目標としていた EJサービスさんの回答待ち 60分を0分 に対して

トータルで 76分の削減となりました。
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物と情報の流れ図で見ると

複雑な 行って来いの線がストレートになって

スッキリしたのが一目瞭然です

標準化と管理の定着では５Ｗ１Ｈで 決めて

改善が後戻りしない様に歯止めを掛けました。

今回の活動で、メンバーみんなが最初に感じた壁 それは、遠隔地です

お互いに不安を感じている意思疎通をどうするか 工夫が必要でした

違う職場の人と会合を行う上での 一般的な留意点は もちろんですが

特に気遣いと工夫をしたのは

資料等のやりとりでは、メールと社内便で現物送付の使い分け

Teamsでは、ＷＥＢカメラを駆使して本社側で臨場感が得られるように

モニターを確認しながら進めるようにしました。

結果として、お互いに上手く協力して活動することができました。

反省と今後については、この様になっています

色々と前向きなコメントが上がりましたが、

やはり、会社や立場は違っても 改善したい という意識は

みんな同じなんだ と感じられて嬉しかったです。

今後は、各自のサークルに戻って今回の活動を活かしたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。


